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海の森づくりニュースレター2011．005号を発行する運びとなり、当協会の運動・活動にご支援・ご協力をいただいている皆様方に
この場をお借りして心から御礼を申し上げます。 尚、読者の皆様方からの寄稿をお待ちしております。海の森づくりに関わる情報、
地域の活動の模様などを下記編集部宛にお寄せいただければ幸いです。

編集部：横浜事務局内　〒241-0801 横浜市旭区若葉台2-25-801 藤野事務局長気付
Tel : 090-4914-2345  Fax : 045-922-3448 email : shujiro.fujino@mbe.nifty.com
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国連FAO統計で公表された1980～90年代における中国

沿岸域の海藻養殖生産量と同時期の魚介類漁獲量の正比

例的相関関係に私共が着目して、我が国における水産資

源倍増を目指した海中林造成構想を最初に提起したのは

今から丁度10年前のことである。（境一郎・松田惠明、

2001）この構想は、当時、国会の島嶼議員連盟、農林水

産委員会でも取り上げられ、西澤潤一氏（元東北大総長）

や経済学者サミュエル・ライダー氏にも日本の環境・経

済対策としてそれなりに高く評価された。しかしながら、

その後全く進展が見られない状況が続いているのは残念

至極である。特に、漁村の現状に視点を当てた時、漁獲

量の激減と価格低迷は漁業従事者の収入を圧迫し、後継

者を喪失せしめ、年々一層の高齢化を助長し平均年齢は

既に限りなく70歳に近付いているとされている。今まさ

に起死回生の抜本策を講じることが喫緊の課題といわれ

る所以である。失われたこの10年の付けは重い。

東日本大震災や福島第１原発事故を経験して、我が国

には挙国一致の思い切った起死回生策が求められている。

そこで注目されるのが、我が国の特徴である恵まれた

「海」の活用である。その海の活用を推し進めるための基

本は、漁村の活性化であり、そのための秘策が疲弊した

海の再生を促す「海の森づくり」（海中林造成）である。

ここで言う「海の森づくり」の具体策は、生態系の復

活・保全と水産資源基盤の増殖に繋がるものでなければな

らない。費用対効果の実証で裏打ちされた増養殖技術を駆

使した大規模海中林造成と海洋施肥による磯焼け対策を骨

子とするものである。その特徴として、漁業者が漁業協同

組合を通して事業主体となり、政府主導の藻場造成や栽培

漁業の仕事を補完しつつ、勉強会を通して、持続可能な

「海の森づくり」を促進することである。結果として地域

活性化に繋がり、延いては広く国民一般の失われた「親海

性」を取りもどすことにも帰着するものである。

10年前に私達が提言したコンブ海中林造成による水産資

源倍増10ヵ年構想を再提起する。これは、コンブ海中林を

所定海域に造成し水産資源倍増の実証実験・勉強会を中心

とした第１次計画、引き続き、水産資源倍増と地域活性化

のモデル実験・勉強会を中心とする第２次５ヵ年計画から

なっている。浮沈式大型沖合養殖施設パイロットによる実

証実験（施設単価３億円）と浮沈式中型内湾養殖施設パイ

ロットによる実証実験（施設単価１億円）からなってい

る。第1次第1期（2012－2014年）と第２期（2014－2017

年）は夫々沖合実験11箇所（33億円）と内湾実験29箇所

（29億円）とその他（含漁村活性化勉強会、コンブ種苗生

産施設大型１基と簡易10基、研究費、普及評価）14億円で

第１次５ヵ年の経費は計138億円である。第２次第１期

（2017－2019年）は沖合パイロットによる実証実験62箇所

（計186億円）と内湾パイロットによる実証実験300箇所

（計300億円）、第2期（2019－2022年）は沖合パイロット試

験125箇所（計375億円）と内湾パイロット試験500箇所

（計500億円）とその他24億円（含勉強会、コンブ種苗生産

施設大型５基と小型30期、研究費、普及評価：計24億円）

で、10年間計画総計は1,523億円である。

この海中林造成構想の実現によって、10年後のコンブ

の生産量は現在の10倍以上の300万トンが予想され、その

結果、水産資源は倍増し、漁獲量が新たに700万トン（１

兆円）増える事になる。これを６次産業化へとつなげれ

ば、漁村に新たな雇用の場を増やし、漁業者の可処分所
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得を増やす。この構想の事業主体となる組織には、行

政・漁協・試験研究機関・教育機関・NPO・一般市民

などあらゆるステークホルダーを束ね、漁村の里海づ

くりや持続的発展、多面的機能の強化に繋げられるか

を目指すことが強く求められる。養殖コンブは、その

成育速度から、単位重量当たり熱帯雨林の2.4倍の二酸

化炭素を吸収・固定するばかりでなく、健康食品、工

業原料、バイオエネルギー原料、肥料・飼料、美容化

粧品や医薬品等、その利用分野は多岐にわたる。従っ

て、かつての公共事業と違い、地元の社会経済的可能

性の増大を提供するものである。

その事業主体は、水産庁が中心となって国策として

行うのが望ましく、その財源としては次の６点が考え

られる。

①輸入水産物に対して水産資源倍増のための目的関

税１％を上積みして10年間継続する。これだけで

年間100億円以上の財源と為る。

②既存の水産関連予算の振替を図る。

③二酸化炭素吸収・固定による環境税の新設。

④電源立地地方交付税対象の非水産関連公共事業の

見直し。

⑤埋め立て、海砂採集など漁場劣化に伴う漁業補償

を当てる。

⑥水産資源増大に伴う漁業者の収入増大に見合った

所得税増大の還元。

この事業が、一株オーナー制度などと連携して、国民

運動の展開に繋がれば、平均して１漁協当り年間１万ト

ンの海藻養殖も夢ではない。そうなれば、年間全国で

1,738万トンの海藻生産も可能である。これは乾重量で

87万トンの炭素、即ち319万トン（＝87万トン×44／12）

の炭酸ガス固定に相当する。仮に排出権取引価格＝4,000

円／トンとすると、これは127.6億円相当の付加価値と

なり、漁業者にとっても納得のゆく生産体制が作られ、

海の森づくりの持続可能性が担保されることとなる。そ

の結果、予測される成果として、沿岸域の根付け資源を

増殖し、さらに、これまでに失われた国民の親海性を大

幅に復活することに帰着し、「海の時代」を開く日本の

海洋開発産業振興にも大いに貢献する。

【参考文献】
境一郎・松田惠明　2001. 日本の水産資源を倍増するために、「水産振興」第400号。
境一郎　2001.『コンブは地球を救う―水産資源倍増で1兆円産業おこし―』水産社。
西澤潤一・上の 黄　2000.『人類は80年で滅亡する―CO2地獄からの脱出―』東洋経
済新報社：298-300．
サミュエル・ライダー　2003.『トラ・トラ・ライオン』マガジンハウス：146-149．

第10回定期総会が下記の通り開催され、議案各項目

とも審議され出席会員の過半数の賛同を得て承認され

ました。特に、重要議案である第２号議案詳細を、監

査報告と合わせご報告申し上げます。

１．日　　時 2011年　６月12日（日）

総会　13時～17時　

２．会　　場 港区港南4－5－7 東京海洋大学白鷹館

２階　多目的スペース１

３．審議事項

（１）総会参加者数および総会議長選出の件

（２）議事録署名人の選任の件

（３）第１号議案　2010年度事業報告　　　　　　　

（４）第２号議案　2010年度収支決算　　　　　　　

（５）第３号議案　2011年度事業計画　　　　　　　

（６）第４号議案　2011年度収支予算計画　　　　　

（７）第５号議案　定款の改訂

（８）第６号議案　申し合わせ事項の改訂

（９）第７号議案　その他

2.2. 2011年度　第10回定期総会の開催と2010年度事業収支報告
監事　福田勝次監事　福田勝次2011年度　第10回定期総会の開催と

2010年度事業収支報告

2010年度　海の森づくり推進協会　監査報告
特定非営利活動法人
海の森づくり推進協会　殿

2010年度　監査報告
１．監査の種別：定例監査
２．監査の期間：2010年４月１日～2011年３月31日
３．監査の結果：　
2010年度決算について諸帳簿等を監査した結果、何れも正確であることを証します。

2011年５月10日
監事　福田　勝次　　印○



科　目 

第2号議案2010年度事業会計収支報告書（2010年4月1日～2011年3月31日） 

摘　要 金　額 
予　算 実　績 

　　収入の部 
１　入会金収入 
２　会費収入 

正会員 
賛助会員個人 
賛助会員団体 
特別賛助会員 
入会金・会費収入計 

３　事業収入 
（1）海の森づくり支援事業 
（2）海の森づくり研究普及 
（3）生産物の利活用 
（4）二酸化炭素固定評価 
（5）環境教育イベント 
（6）地域循環型社会の構築 
（7）連帯と広報 

事業収入計 
４　助成金等収入,他 

助成金 
三井物産環境基金他 
MISGスマイルハートクラブ 
寄付金 
雑収入 
助成金等収入計 

当期経常収入合計（A） 
　　支出の部 
１　事業費 
（1） 海の森づくり支援事業 
（2）海の森づくり研究普及 
（3）生産物の利活用 
（4）二酸化炭素固定評価 
（5）環境教育イベント 
（6）地域循環型社会の構築 
（7）連帯と広報 

事業費計 
２　管理費 

業務委託費 
会議費 
通信配送費 
支払手数料 
消耗品費 
交通費(含遠隔地利用） 
租税公課・予備費 
管理費計 

当期経常支出合計（B） 
当期収支差額（A）－（B) 
前記繰越額（C） 
次期繰越額（A）－（B）＋（C） 

正：15、賛個：7、賛団：3 
 
 
 
 
 
 
 
種糸の斡旋（7,525ｍ） 
 
 
 
 
シンポジウム参加費（62名） 
 
 
 
 
不採択 
全国たまご商業組合（エコポイント） 
日本農産工業、久二野村水産他 
シンポジウム参加費等 
 
 
 
 
コンブ・ワカメ種糸代 
 
 
 
海藻おしば教室 
シンポジウムVII他 
HP管理、印刷代、書籍、会費 
 
 
 
 
 
種糸代、松田420含む 
 
 
魚水会、水産経済新聞社広告 
 

60,000 
 

240,000 
58,000 
200,000 
1,800,000 
2,372,000 

 
1,600,000 

 
 
 
 

100,000 
43,000 

1743,000 
 
 

1,650,000 
100,000 
690,000 

0 
2,440,000 

 
 
 

3,800,000 
100,000 
100,000 

0 
100,000 
430,000 
530,000 
5,060,000 

 
500,000 
50,000 
275,000 
5,000 

275,000 
600,000 
116,000 
1,821,000 

 

25,000 
 

231,000 
24,000 
40,000 
600,000 
920,000 

 
1,612,439 

 
 
 
 

62,000 
49,520 

1,723,959 
 
 
0 

97,600 
762,908 
47,062 
907,570 
3,551,529 

 
 

1,612,439 
0 
0 
0 

34,000 
329,415 
736,765 
2,712,619 

 
0 

67,575 
125,830 
20,627 
331,065 
544,440 
24,143 

1,113,680 
3,826,299 
－274,770 
688,325 
413,555

特定非営利活動法人　海の森づくり推進協会（単位：円） 



平成23年度「東京湾の環境と魚たち、今・昔」シン

ポジウム事業、第１弾として、NACS-J 自然観察指導

員東京連絡会（NACOT）・NPO「環境ネットワーク・

文京多摩川河口干潟の観察会が主催する「多摩川河口

干潟の観察会」に共催団体として参加した。

多摩川河口は干潟やヨシ原がひろがる生き物たちの

楽園。羽田空港に面し、住宅や工場が密集する大都会

の中に残されたオアシスです。しかし今、この豊かな

自然が消滅の危機に直面しています。羽田空港の拡張

に伴う神奈川口構想によって、この場所に連絡道が造

られようとしているのです。私たちは、自然観察会を

通じてありのままの自然にふれ、多摩川河口干潟が持

つ意味を再確認したいと思います。これは海の森づく

りとも深くかかっております。

3.3. 平成23年度「東京湾の環境と魚たち、今・昔」シンポジウム事業
平成23年度「東京湾の環境と魚たち、今・昔」
シンポジウム事業

第1弾　2011年5月5日　多摩川河口干潟観察会に参加して

多摩川河口、本羽田公園に集合(観察会前） 観察会終了時の集合写真撮影(総員73名） 黄色のハンカチ発表会に聞き入る学童達 大師橋大田区側に立つ干潟案内板

大師橋から南へ川崎側を望む 大師橋から東へ羽田空港を望む NACOT自然観察指導員代表、国安氏 環境ネットワーク・文京の代表田邉氏

河口の汽水域に繁茂しているあし原の地下茎 8種類のカニが学童達により捕獲された 観察記録後、捕獲近辺に大事に放された NACOTの活動は、学童教育の原点

学童達は自然との触れ合いに興味深々 カニ達は、干潟の土壌から栄養分を吸収 ヤマトシジミは、瞬く間に固形分を吸収ろ過する 一般の潮干狩り客の収穫物

干潟を守る活動の輪は広がっている 学童達は思い思いに感想を黄色のハンカチに

幹事長・理事　藤野修二郎幹事長・理事　藤野修二郎

今回、多摩川河口干潟観察会に参加し、大都会の生活圏を流

れて東京湾に流入する河川、多摩川河口域に生息する水生生物

達の多様さに驚愕させられました。と同時に、東京文京区から

参加した小学校高学年の学童達の捕獲した８種類のカニ達の

生態の解明によせる好奇心の強さに触れることが出来ました。

頼もしさを感じながら、自然環境を保全することへの大人たちの

責務の重さを実感した観察会でした。



平成23年度「東京湾の環境と魚たち、今・昔」シン

ポジウム事業、第２弾「磯の海藻観察会」に共催団体

として参加しました。

東京湾に流入する河川の多くは、奥多摩、多摩丘陵、

秩父、那須、房総の山々を源流として上流・中流・下

流をながれ、やがて東京湾へと注ぎます。東京湾（海）

と陸上は別々の自然ではなく、互いに密接に関係しあ

ったひとつの自然です。このことを、東京湾唯一の自

然岩礁海岸「観音崎」で体験することが目的です。ウ

ニ・ヒトデ・ナマコ・カニなどの海岸動物やアマモ・

ヒジキ・テングサ等本物の海藻を、ありのままの東京

湾を通して観察してみてください。ここが東京湾かと

思うほど海は澄んでいます。

第2弾　2011年5月18日　観音崎　磯の海藻観察会に参加して

社）観音崎自然博物館では、1953年の開設以来58年に及ぶ歴史の中で、東京湾の恵まれた自
然環境と多様な生物たちは、スタッフ一同の弛まぬ努力により保全され、その生態系が守られ
てきた。

同博物館の河野主任研究員のご協力により、当協会からの
観察会参加者（柳沢雪子会員と藤野幹事長）は穏やかな気
象と大潮の干潮時（MSL－９cm）にも恵まれ、別紙に見る
通り30種にも及ぶ多様な海藻類を観察、サンプルを収集す
ることが出来た。

同博物館に隣接する「観音崎たたら浜」での磯の海藻観察
会は、「東京湾集水域」と呼ばれる森・川・海の豊かな一体
性を象徴する、正に【生物多様性】のモデルスポットであ
ることが実感される。

河野主任研究員は、私共の観察指導の傍ら、自らの観察記
録のデータ収集に取り組んでおられた。
絶好の観察環境のせいもあり、近隣の学童達の格好の野外
学習の場となっていた。

たたら浜の磯で観察・収集された海藻サンプル、30種の紅藻・褐藻・緑藻

フシツナギ ウスカワカニノテ ツノマタ ヤツデガタトサカモドキ フダラク

ヒジキ ヒジキ（接写） フサカニノテ クロソゾ スギノリ



１．日　時：2011年７月18日（月：海の日）午前11時

～午後３時

２．場　所：東京海洋大学　品川キャンパス　第２号

館４階404教室

３．参加者：東京海洋大学　海洋科学部　田中次郎教

授、新井、木下、鈴木、原田各研究生

海の森づくり推進協会　藤野事務局長

（写真提供）、納土理事

４．教室開催の目的

１）田中先生の話では一般市民は「海藻（草）」については殆ど関心がなく、「海藻」を正しく読める人が少ない。

ベニスナゴ ユカリ ツルツル オオバモク アカモク

タマハハキモク ワカメ ワカメ（接写） アラメ ウミウチワ

フクロノリ シワヤハズ ミル アナアオサ アマモ

オバクサ マクサ ネバリモ ツノムカデ ハリガネ

シラモ ヒジキ

4.4.「海藻おしば体験教室」開催報告 理事　納土伸男理事　納土伸男

東京海洋大学品川キャンパス正門付近 海洋環境学科の記念行事の一環として開催



２）海の日記念行事のために品川キャンパスが近隣の住民に開放されるのを利用し、「海藻おしば」づくりを通して

市民（特に子供達）に海藻(草)に親しんで貰う。

３）「海の森づくり推進協会」の運動を一般市民にPRするため、当協会発行のニュースレターと書籍「海の森づく

り：松田当協会代表理事著」の購入申し込み用紙を来場者に配布する。

５．海藻おしば体験教室延べ参加者数

１）親子連れ　63組（合計166名）

２）単身女性　数名

３）昨年に比べて参加者が大幅に増加した。その理由は大学作成の案内パンフ

レットの2番目に、この「体験教室」が紹介されていた事によると思われ

る。

品川キャンパスでは全部で10種類の行事が行われた。

会場入り口に置かれたニュースレター（2011.003号）と、松田代表理事の

著書の購入申し込み用紙（右）

６．用意した海藻の種類

１．アナアオサ　　２．イソモク　３．コモングサ　４．ヒトエグサ

５．タマイタダキ　６．オバクサ　７．トサカノリ　８．ユカリ

田中研究室から提供された海藻は、水を入れた8個のパッドに入れてある。（右）

７．海藻おしばの制作

１）作品は後日制作者のもとへ郵送するために、作業を始める前に封筒と台紙に制作者の住所と名前を記入して貰

う。

２）短冊形の台紙に海藻を竹串でバットから掬い上げ、海藻の形や色をデザインをしながらおしばづくりを行った。

３）出来上がった作品は１週間ほどかけて完全に乾燥させた後、ラミネート加工を施してそれぞれの制作者へ郵送

される。

４）海藻おしばの制作指導は田中研究室の４人の研究生が行った。

８．今後の課題

１）会場の空調能力が十分ではなく、参加者は汗を流しながらおしば制作を行っていた。来年度の会場については

田中先生と相談する必要がある。

２）お昼前には作業台が一杯になり、待機場所がない事と会場が暑いために諦めて帰った人も大勢いた。

３）海の森づくり推進協会としては、大人の来場者に本会の運動理念をPRし出来れば入会を勧誘するのが「本教

室」開催の目的であるが、資料不足と人出不足で思うようにならなかった。

４）言葉での説明より、大型の「こんぶ海中林」の写真パネルの方が関心を呼ぶと思われる。

９．費用

１）材料代、郵送代、研究生アルバイト代として、合計41,000円を田中研究室へ支払った。

最初に封筒と台紙に住所と名前を記載 母親自ら仕上げた自信作を喜びの内に披露 小学校高学年生が完成に向け奮闘中 保管中の作品



私達は、内閣府認証NPO法人として全国的に「海の森づくり運動」を展開しております。当協会の詳細については

ホームページ（http://www.kaichurinn.com）をご覧下さい。

NPO「海の森づくり推進協会」入会・寄附申込書

会の趣旨に賛同していただける方は、是非ご入会・ご寄付をお申し出ください。

＊ この情報は会員への通信以外には使用しません。上記住所宛に郵便振替用紙を送付させていただきますので、入会金・年会
費・寄付金をお振込み下さい。

私は、「NPO法人海の森づくり推進協会」（□の会員になりたい　□へ寄付したい）のでここに申し込みます。（どちらか該当する
方をチェックしてください、入会・寄付両方でも。）

年　　月　　日

海の森づくり推進協会事務局 会員担当：高橋　一人

（Tel：090-5408-3561 Fax：018-833-7734 e-mail：kazuhito.t@showas.co.jp）

あなたも私達といっしょに活動しませんか

１．山・川・海の健康を取り戻そう！
２．海の森づくり運動を全国に・全世界に広げよう！
３．“海藻・海草”は地球と人を救うお医者さん！

「NPO法人海の森づくり推進協会」会員及び寄付募集のご案内

入会申込書 寄附申込書

会員の種類 寄附額
円

印

住　　所

所属団体名（肩書き）

連絡先電話番号

e-mailアドレス

氏　　名

フ リ ガ ナ

FAX番号：

海の森づくり
運動の３つの
スローガン

＊ 入会・寄付を希望される方は、下記申込書にご記入の上FAX又はe-mailにてご連絡下さい。

会員種別

正会員

賛助個人会員

賛助団体会員

特別賛助会員

ネットワーク会員

入会金

1,000円

1,000円

1,000円

免除

免除

年会費

１口3,000円以上
総会に議決権を持って参加できます。総会出席希望
者を歓迎します。

イベントや会の活動情報をお知らせします。

漁協・官公庁・大学・企業・NPO等

１口1,000円以上

１口10,000円以上

１口100,000円以上

無料

メモ


